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P2−424 　低用 量ア ス ピ リ ン を妊娠末期まで 内服した 場合の 母児へ の 安全性 に 関する 臨床 的検討
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【目的】抗 リ ン 脂質抗体症候群や習慣流 産 症例 に対 し て 胎盤梗塞や 母体 の 血 栓 予 防の た め に低 用 量 ア ス ピ リ ン （LDA ）治 療が

行 わ れて い る が，その 母児へ の 副作用や 合併症の 出現 に 関す る報告 は少 な い ．今 回我 々 は妊 娠末期まで LDA 内服を行 っ た症

例 の 母 児の 副作用 や 合併症 の 出現 に つ い て 解析 し，LDA 治療 の 安全性 を考察した．【方法】2002年 3 月か ら 2004年 8 月 まで に

当院で 分娩 となっ た 3，257例の うち， 患者 の 同意 の下 に妊娠末期 まで LDA 内服 を継続 した 47症 例 に つ い て ，後方視的に 出血

量 や分 娩 時 間 な どの 分娩 経 過 や 分 娩 後 の 母児 経過に つ い て 検討 を行 っ た．【成績】LDA を継続投与した 症例の 内訳 は ， 抗リ ン

脂質抗体陽性 16例，他 の 自己抗体陽性 11例 ， 原因不明の 習慣流産 16例，そ の他 4例で あっ た．経腟分娩症例は 29例 で，在

胎 週 数 は 39，0韭 13 （週 ）， 出生 児 体 重 は 2，999± 352（g）で あ り，分 娩前 の ヘ モ グ ロ ビ ン （Hb ）値 は 1LO ± O．9 （g／dl）， 分娩時

出血 量 は 422 ± 235 （g），分娩 4 日後の Hb 値は 10．3± 1．1 （g・

’dl）で あ っ た．分娩所要時間は初産婦 で 11．4韭 6．4 （時間），経産
婦 で 5．0± 2．5 （時 間）で あ っ た．ま た帝 王 切 開術 施 行症 例 は 18例 で ， 在胎週数 は 36．4± 3．1 （週）， 出生 児体重 は 2，416圭 784
（g）で あ り，分 娩前の Hb 値は 11．6 ± 1．0 （g／dD，術中出血 量 は 922 圭 447 （g），帝切 6 日後の Hb 値は 10．2　± 　1．6 （g／dl）で あっ

た．全 分娩症 例 を通 じて，い ずれ も分娩後の 母体経過 は 良好 で あり， 新生児経 過 にお い て も 出血 傾向， 頭 血 腫 ， 過 度 の 体重 減

少な どを呈 した症例 は 認め られなか っ た．【結論】本邦で は 出産予 定 日 12週 以 内の 妊婦へ の 使 用 は禁忌 とな っ て い るが，胎盤

梗塞や 血 栓症 を予防する意味で 妊娠 末期 まで LDA の 内服 を継続 して も，母児へ の 危険性は少ない と考えられ た．

P2−425 　過去 5 年間に お ける 妊婦健診時子宮頸部細胞診の 結果
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【目的】若年層 の 子 宮頸癌 ス ク リーニ ン グ は近年重要性 をますます強 め て い る．そ の 中で妊婦 に 対す る 子宮頸部細胞診 は有力

な方法 と思 わ れ る．そ こ で 当院 妊婦外来 に お け る子宮頸部細胞診の 現況 を検討 した．【方法】平成 12年 よ り平 成 16年 6 月 まで

に 当院を受診した妊娠女性 の うち，採取が 確認 で きる の べ 2．Ol9名 の 細胞診結果を検討し，ク ラス Ula以上は その 経過を調査

検討 した．採取部位 は子宮腟 部の み実 施 して い る．採 取 時 の 平 均 妊娠 週 数 は 16．2 週 で あ っ た．【成績】対 象妊 婦 の 平均年齢 は

29．5 歳，細胞診年間件数は 平成 12年 362 件，同 ユ3 年 454 件，同 14年 409 件，同 15 年 484 件，同 16年 310 件 （6 カ 月間）で

あ っ た．こ の うち ク ラス ma 以 上 は 各年で 1件，16件，23件，17件，8件 （6 カ 月間 ）あ り，陽 性率 に して 0．3％，3．5％，5．6％，
3．5％ ， 2．5％ で あ っ た．さ らに そ の うち ク ラス IIIbは 5年 間 を通 じて 4件， ク ラス IV は 3件 ， ク ラ ス V が 3件 あ っ た．妊娠

中の 円錐切除が 1例 あ り，ま た 4 例 が分 娩 後 円錐 切 除 に 至 っ た．子宮 全 摘 術 を実 施 した 例 は なか っ た．5 例 が ， 妊 娠 中 の 細 胞

診が きっ かけ となり子宮頸癌 と診断さ れ た．うち 0 期 3 例 ， Ial期 2例 で あ っ た．【結論】妊 婦 に対す る細 胞 診 ク ラス Ifia以 上

の 陽性率 は平 均 3．1％ で あっ た．陽性例 の うち 85％ は IIIaで あ っ た．一
方，平成 16年度 に は 半年間で ク ラ ス V が すで に 2

例 見 つ か っ て い る．近い 将 来 悪性 例 の 増加傾向が 明 らか とな る懸念が ある．若年女性 に対す る 子宮頸癌 ス ク リ
ー
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と し て 妊 婦 の 細胞診 は 今後 も重 要 な役割 を 果た す と考え られ る．

P2 −426　糖代謝異常妊娠 に おける 中毒症発症 の 有無 に よる 周産期事象の 検討 （日産 婦周産期登録シス テ ム の デ ータベ ース
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【目的】糖代謝異常妊娠で は ， 妊娠中毒症な どの 母体 ・胎児 ・新生 児の 合併症の 発症頻度の 高くなる こ とが 知 られて い る ．しか し

わ が 国に お ける大 規模 なデ
ータに基 づ く糖代謝異 常妊 娠群 にお け る妊娠中毒症 の 発症頻度や ， 糖代謝異常妊娠とjE常妊娠を比 較

検討 した データは ない ．そ こ で 今回我々 は 日本産科婦人科学会周産期登録 シス テ ム の デ
ータを用 い て と くに糖代謝異常妊娠 と妊

娠中毒症発症の 周産期的関連につ い て 後方視的に検討したの で 報告する．【方法12001年の 囗産婦周産期登録 シ ス テ ムの デ
ータ

ベ ース を用い て ， 糖代謝 異常妊 娠 （妊 娠糖尿 病 お よび 妊娠 前 糖尿 病 を 含む）771症 例 と 正常妊娠 6，926 例 の 周 産期事象 を比 較検討

した．多 胎 妊娠 や 母体合併症 の 認 め られ た 症 例 は 除外 した．周産 期事象と して，母体年齢 ， 分娩回数 ， 妊娠時体重増加， 分娩時

週 数 ， 出 生体重 ， 胎盤重量 ， 分娩時出血量 ， 妊娠中毒症発症などにつ き比較検討した．さ らに糖代謝異常妊娠群の中で妊娠中毒
症の 発症の 有無に よる周産期事象の 比 較検討も行っ た．【成績】糖代謝異常妊娠で は止 常妊娠 に 比 し，母体年齢が高く，分娩 回数

が 多く，分娩週数 は早 く，体重増加は 少なか っ た．また 出生体重，胎盤重量，分娩時出血 量，帝王切開率が 高く，妊娠中毒症の

発症率は約 3倍高か っ た．さ らに糖代謝異常妊娠の 中で 妊娠中毒症を発症 した群 で は ， 分娩時出血 量 ， 帝 王切 開 率が高く，分 娩

週数は早 く， 分娩回数が 少 な か っ た．【結論】糖代謝異常妊娠で は 正常妊娠群 に比 し，妊娠中毒症を含め た周産期合併症の 頻度は

高く，糖代謝異常妊娠の 中で 妊娠中毒症 を発症 した群 で は さ らに 周産期予後の 悪 くなる こ とが 判明 した，
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